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新
し
い
年
を
迎
え
て

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

会
長
　
宮
　
崎
　
義
　
重

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
ぃ」健
勝
に
て
よ
い
お
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
平
成
三
年
、
一削
会
長
青
木

一
三
先
生
の
後
を
引

き
継
ぎ
、
四
度
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
ｃ

こ
の
間
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
平
成
元
年
四
月
、

小
数
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当
協
会
は
、
五
年
と
い
う
歳

月
の
間
に
、
日
本
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
推
進
の
中
核
を

担
う
協
会
に
ま
で
発
展
い
た
し
ま
し
た
。

県
大
会
の
開
催
を
始
め
、
指
導
者
の
養
成
、
全
国
ス
ポ

レ
ク
祭

へ
の
派
遣
、
新
春
の
集
い
の
開
催
な
ど
手
探
り
状

態
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
は
、
事
業
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
組
織
。
予
算
画
等
の
強
化
な
ど
、
彩
の
国
さ
い
た
ま

元
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
彩
り
豊
か
な
実
り
多
い
一
年
を
飾

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
会
員
の
皆
様
の
温
か

い
お
力
添
え
の
賜
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
う
我
が
国
経

済
の
低
迷
を
吹
き
飛
ば
す
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
新
規
事
業

を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の

一
つ
と
し
て
、
鹿
児
島
県

（指
宿
温
泉
）
と
本
県
と

の
交
歓
大
会
の
開
催
で
す
。
創
立
五
周
年
を
記
念
し
て
、

彩
り
の
多
い
内
容
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
鹿
児
島
県
の

方
々
と
触
れ
合
い
、
友
好
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数―‐

＝

了
―
―
―
―
―

の
方
々
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

二
つ
め
は
、
上
級
指
導
者
の
研
修
で
す
。
今
回
は
平
成

二
年
、
一二
年
に
認
定
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、
資
質
向
上

を
図
る
意
図
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
々
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
二
つ
め
は
、
今
回
、
第

一
号
と
な
る

「彩
の

国
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
だ
よ
り
」
の
発
刊
で
す
。
関
係

者
の
ご
助
力
に
よ
り
ま
し
て
、
四
ペ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
す

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
内
容
は
皆
様
方
の
ご
要
望

に
ま
だ
ま
だ
お
応
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
研
讃
を
積
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
生
活
様
式
の
変
化
や
自
由
時
間
の
増
大

な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
愛
好
者

は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
達
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
す
る
側
と
し
て
は
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

条
件
整
備
や
事
業
内
容
の
拡
大
な
ど
多
く
の
課
題
を
か

か
え
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご

支
援
、
い」協
力
を
賜
り
課
題
解
決
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
健
勝
と
ご

精
進
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

さ
る
、
一
一月
五
日

（土
）
、
鬼
怒
川
温
泉
に
て
、
埼
玉
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

「新
春
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
会
で
は
卓
球
で
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
、
全
日
本
６
回
連
続
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
斉

藤
清
先
生

（現
、
埼
玉
工
業
大
学
附
属
高
教
員
）
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題
は
「私
と
ス
ポ
ー
ツ
」
で
、

斉
藤
先
生
の
卓
球
人
生
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最

も
貴
重
だ
っ
た
も
の
と
し
て
、
「人
と
の
出
会
い
」
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
於
い

て
も
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
懇
親
会
で
は
多
数
の
出
席
者
の
中
で
、
終
始
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
、
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

会
を
通
し
て
、
今
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
益
々
の
発

展
を
互
い
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の

新
春
の
集
い
で
は
、
さ
ら
に
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

編
集
発
行
人

〒
漸

久
喜
市
東
二
―
六
―
十
七

（株
）
ア
イ
ス
ポ
ー
ツ
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四
八
Ｏ
Ｔ
三

）
五
七
四
八

宮
　
崎
　
義
　
重

平
成
五
年
度

『
新
春
の
集

盛
大
に
挙
行(斉藤先生の講演 )



グラウンドゴルフだより

平成 6年度 事業計画

平成 6年 5月 1日

期 日 内 容
△

場

4月 1日 ～ 5月 30日 平成 6年度登録受付

5月 16日 (月 )～ 20日 (金 )
マリアナ政府主催 lGG親善大会」
(主催 日本GG協会 ) サイパン

6月 5日 (日 )
第 7会県民総体開会式
(主催 埼玉県) 上尾運動公園

6月 18日 (土 )～ 19日 (日 )
東 日本地区指導者養成講習会

(主催  日本グラウン ドゴルフ協会 ) 神奈川県

7月 2日 (土 ) 県協会理事会 大宮中部公民館

7月 24日 (日 )
予備 7月 31日 (日 )

第 6回県夏季大会兼全国スポーツレクリエー
ション祭選考会 (主催 県協会 ) 幸手市

8月 6日 (土 )～ 7日 (日 )
上級指導者認定試験及び上級指導者交歓大会

(主催 県協会 )
鬼怒川ニュー岡部
小学校校庭借用予

8月 27日 (土 )～ 28日 (日 )
第 7回全国交歓大会
(主催 日本グラウンドゴルフ協会 ) 石川県金沢市

10月 22日 (土 )～ 25日 (火 )
年リンピック
(主催 厚生省) 香川県

10月 23日 (日 )

予備 10月 30日 (日 )
青木一二杯県大会秋季大会

(主催 県協会 )
笛 町 口J

会場は長瀞町総会運動場を使用

10月 30日 (日 )～ 31日 (月 )
関東地区グラウン ドゴルフ協会

(主催  日本 GG協会 ) 群馬県渋川市

11月 12日 (土 )～ 15日 (火 )
第 7回全国スポーツレクリエーション祭
(主催 文部省 ) 北九州市

11月 27日 (日 )
埼玉県レクリエーション大会

(主催 県レク協 ) 春日部市

平成 7年
1月 14日 (土 )～ 16日 (月 )

鹿児島県 。埼玉県交歓大会

(主催 県協会 )
募集人員 100名

(会員及び家族 )

鹿児島県指宿温泉

2月 11日 (土 )～ 12日 (日 )
県理事会並びに新春の集い

(主催 県協会 ) 茨城県大洗町

3月 18日 (土 ) 平成 6年度総会 大宮市内予定

埼
玉
県
Ｇ
Ｇ
協
会
設
立
五
周
年
記
念

鹿
児
島
県
・埼
玉
県
交
歓
大
会
開
催
（案
）

期
　
日
　
平
成
七
年
一月
十
四
日
（土
）
～
十
六
日
（祝
）

二
泊
三
日

鹿
児
島
県
指
宿
温
泉

約
七
万
七
千
円

（二
泊
七
食

・
観
光

。
懇
親
会

費
を
含
む
）

一
〇
〇
名

（家
族
の
参
加
も
可
）

・
交
歓
大
会

。
鹿
児
島
県
と
の
懇
親
会

・
観
光

問
い
合
せ
は
直
接
県
事
務
局
ま
で

そ 内 定  費 場
の
他 容 員  用 所

上
級
指
導
者
研
修
会
実
施

（案
）

期

日
　
平
成
六
年
八
月
六
日

（土
）
～
七
日

（日
）

一
泊
二
日

場
　
鬼
怒
川
温
泉

「
ニ
ュ
ー
岡
部
」
の
予
定

技
　
鬼
怒
川
公
園
か
鬼
怒
川
小
学
校
々
庭

用
　
約
二
万
五
千
円

（
一
泊
四
食
他
）

者
　
平
成
二
年
度
上
二
年
度
認
定
の
者
は
、
必
ず
参

加
。
市
町
協
会
役
員
。
四
年
度

・
五
年
度
認
定

者
は
希
望
が
あ
れ
ば
可
。

そ
の
他
　
研
修
会
修
了
者
に
は
、
修
了
バ
ッ
ジ
を
授
与
す

フ

０

。

参 費 実 会
力日



グラウンドゴルフだより

埼玉県グラウンドゴルフ協会役員

平成 6年 5月 1日

H6.3現在

役 職 氏   名 住 所 電   話 地  区

顧  問
伊藤 精二 鴻巣市箕田973 0485-96-3403 ヨヒ  培薔

岡野 進一 岩槻市本町2237 048-756-0561 埼  葛

会  長 宮崎 義重 加賀市礼羽120 0480-61-1961 北埼玉

副会長 高桑 芳 男 大宮市深作5888 048-684-3737 ヨヒ  嵩弔

柴田 道雄 狭山市粕原狭山ニュータ■ン492 0429-54-4120 人  間

高井 満雄 三郷市新和4-534 0489-53-4431 埼  葛

八 木 岩男 熊谷市榎町201 0485-22-1597 大  里

理 事 清水  准 朝霞市朝志ヶ丘41510 048-472-0978 南 部

枝本  昇 上尾市原市3.50920 048-721-3827 北  話

小島三木蔵 狭山市柏原ニュータ̂ン 3113 0429-52-1043 入 胃

新井 博勝 坂戸市八幡2730 0492-81-7548 入 胃

島田 重郎 小川町高谷123 0493-72-4650比  企

栗島 信一 東秩父村御堂420 0493-82-00351千夫  父

永井 政一 神川町渡瀬9822 0274-522058児 玉

四分一国大 熊谷市柿沼414-1 0485216918大  里

畑中 弘雄 行日市城西218 0485563308北埼玉

蓮沼 武利 幸手市松石220 0480-43-3561 埼  葛

田中  久 久喜市東町2-6-17 0480-21-5748 事務局

田畑 正昭 岩槻市大田155 048-756-1138 埼  葛

学  識 藤間 建夫 行日市真名坂6162 0485-59-1316 県体課

大木 正美 庄和町新宿新田327159 048-7461648埼 葛事

監 事 佐藤 真一 久喜市東1-16-17 0480-22-7795埼  環寺

若 山 清一 騎西町戸室1,2512 0480-730139北 埼玉

役 職 氏   名 協   会   名 連絡先電話

評議員 小河  力 松伏町グラウンドゴルフ愛好会 0489-91-7585

野口 善吉 北川辺町グラウン||1畔 クラブ 0280-62-1245

新井 幸男 ショット十イサイズ 富士見 0492-52-0572

森 田 浅雄 杉戸町グラウンドゴルフ協会 0480-38-0524

〃 青柳 啓治 春日部   〃   連盟 048-735-1512

/Jヽ野 真二 白岡町   ″   連盟 0480-92-3379

″ 1武井 恒夫 鷲宮町   ″   愛好会 略80 58 Hll教づ

渡 辺 栄樹 草加市   〃   協会 0489-41-8708

五十嵐好偉 本庄市   ″   協会 0495-21-3186

岡テ●  稔 羽生市   ″   協会 0485-63-0150

〃 1豊田 信二 皆野町 協会 0494-62-4563

石井 健治 深谷市   〃   協会 0485-72-0387

安崎 忠男 蓮田市グラウンドゴルフ 048-768-2537

LIJ山奇 忠貝」 越谷市グラウン ドゴルフ連盟 0489-76-9660

関根 義 司 宮代町   ″   愛好会 0480-32-2393

事

務

局

幹

事

名

簿

広 報 会 計 1 久保田 洋 子

事 務 局 長 1田 中  久 0480-21-5748

田 口 洸 一 10480215440

048-645-2729

競技運営部長

048-756-7497

0489-74-4420

ス
ポ

・
レ
ク
祭
に
参
加
し
て

埼
玉
県
選
手
団
監
督

「
ふ
れ
あ
い

。
親
睦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
今

年
の
ス
ポ
レ
ク
祭
は
、
平
成
五
年
十

一
月
十
三
日
千

葉
県
総
合
運
動
陸
上
競
技
場
で
華
や
か
に
開
幕
さ

れ
、
三
笠
の
宮
寛
仁
殿
下
同
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て

の
開
会
式
典
は
、
国
民
体
育
大
会
を
想
起
さ
せ
る
豪

華
な
も
の
で
強
く
印
象
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
翌
十
四
日
十
五
日

市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
新
設
さ
れ
た
松
戸

市
総
合
公
園
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
別

名

『
二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
』
と
名
付
け
ら
れ
、

豊
富
な
樹
木
と
広
大
な
広
さ
を
誇
り
市
民
の
憩
い
の

場
所
に
な

っ
て
い
ま
す
。

山
合
を
利
用
し
た
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
生
か
し

て
、
セ
ッ
ト
さ
れ
た
各
ホ
ー
ル
で
の
プ
レ
ー
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
醍
醐
味
を
存
分
に
満
喫
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
参
加
選
手
を
四
ブ

ロ
ッ
ク
に

分
け
て
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
上
位
十
人
を
入
賞
者
に
す
る

型
の
も
の
で
し
た
。
本
県
か
ら
は
山
田

（熊
谷
）
寺

居

（大
宮
）
坂
井

含
石
槻
）
宮
垣

（幸
手
）
菊
地

（白

岡
）
西
丸

（春
日
部
）
針
ヶ
谷

（大
利
根
）
斉
木

含
石
槻
）
程
塚

（川
里
）
木
村

（川
里
）
の
十
名

で
斉
木
選
手

（六
位
）
西
丸
選

手

（九
位
）
の
成
績
で
し
た
。

選
抜
大
会
だ
け
に
同
ス
コ
ア
が

二
十
数
名
程
の
大
激
戦
で
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
優
位
制
を
知
ら

さ
れ
た
ス
ポ
レ
ク
祭
で
あ
り
ま

し
た
。



大
宮
市
Ｇ
Ｇ
協
会
の
現
況
報
告

大
宮
市
Ｇ
Ｇ
協
会

会
長
　
一局

グラウンドゴルフだより 平成 6年 5月 1日

大
宮
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
も
新
組
織
と
し
て

活
動
を
始
め
て
三
年
目
に
入
り
協
会
の
運
営
も
軌
道
に

乗

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
役
員
の
数
も
二
十
二
名
、
つヽ
ち

上
級
指
導
者
十
九
名
を
要
し
、
役
割
分
担
に
よ
る
活
動
を

押
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

協
会
で
は
年
間
の
事
業
計
画
を
立
て
て
、
そ
の
計
画
に

従

っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
市
の
大

会
は
年
二
回
催
し
、
参
加
者
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

対
す
る
認
識
と
、
楽
し
く
プ
レ
イ
を
し
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
役
員

一
同
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

大
会
前
に
役
員
会
を
開
き
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
、
役
割
分
担
を
決
め
手
筈
を
整
え
て
、
大

会
の
日
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

大
会
に
参
加
す
る
人
数
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
広
い
会
場
の
確
保
が
む
ず
か
し
く

各
関
係
機
関
に
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
加
盟
済
）
。

今
年
度

（平
成
六
年
度
）
の

大
宮
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会

へ
の
会
員
登
録
者
数
は

昨
年
よ
り
増
え
役
員

一
同
喜

ん
で
お
り
ま
す
が
、
ル
ー
ル

や
、
プ

レ
イ
中
の
マ
ナ
ー
に

対
す
る
指
導
が
必
要
な
こ
と

か
ら
上
級
指
導
者
並
び
に
役

員
に
よ
る
県
外
研
修
を
毎
年

実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

大
宮
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
は
上
級
指
導
者

が
十
九
名
居
り
ま
す
が
、
研
修
会
に
参
加
を
し
て
、
よ
り

一
層
ル
ー
ル
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
を
身
に
つ
け
大
会
な
ど
で

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

研
修
会
は
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
講
義
と
実
技
に
取

り
く
み
、
講
義
と
は
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
熟
知
、
実
技
に
は

プ
レ
イ
中
の
マ
ナ
ー
等
を
再
認
識
す
る
た
め
の
研
修
会

で
す
。
研
修
会
は
、
栃
木
県
の
那
須
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
開
催

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
山
と
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
と
こ

ろ
で
、
最
適
の
場
所
と
云
え
る
で
し
ょ
う
。

コ
ー
ス
は
芝
生
敷
で
ア
ッ
ピ
ダ
ウ
ン
が
多
少
あ
り
実

技
的
に
も
自
分
の
腕
を
試
す
の
に
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

市
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
関
係

で
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
等
の
沿
道
警
備
な
ど
に
も
協
力
を
し

て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
大
宮
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
は

活
動
内
容
を
充
実
す
る
た
め
に
役
員

一
同
努
力
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（了
）

平
成
六
年
度
登
録
受
付
を
四
月

一
日
～
五
月
末
日
ま
で

行
い
ま
す
。
所
定
の
登
録
用
紙
に
ご
記
入
の
上
お
早
め
に

登
録
し
て
下
さ
い
。

登
　
録
　
先
　
久
喜
市
東
二
―
六
―
十
七

（例

ア
イ
ス
ポ
ー
ツ
内
）

事
務
担
当
者
　
田
中
　
久

Ｔ
　
Ｅ
　
Ｌ
　
Ｏ
四
八
〇
―
二

一
―
五
七
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
一
〓
二
―
七

一
〇
〇

※
Ｊ
Ｒ
東
北
線
久
喜
駅

東
武
線
久
喜
駅

東
口
下
車
徒
歩
三
分

「袖
す
り
合
う
も
他
生
の
縁
」
と
は
、
道
を
歩
い
て
い
て

も
、
見
も
知
ら
ぬ
人
と
、
ち
ょ
っ
と
袖
が
す
れ
あ
う
程
度

の
事
さ
え
偶
然
で
は
な
く
、
す
で
に
決
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
の
中
に
多
く
の
人
々
が
い
て
も
、

そ
の
殆
ど
の
人
と
は
、
一
生
を
通
じ
て
出
会
わ
な
い
で
終

っ
て
し
ま
う
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、
多
く
の
人
達
と
出
会

っ
た
私
達
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
。

そ
し
て
、
「他
生
の
縁
」
と
は
、
他
の
人
を
活
か
す
縁
で

あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

編
集
委
員

編
集
責
任
者

宮
崎
義
重
　
編
集
委
員
長

田
口
洸

一

編
集
委
員
　
田
中
　
久

・
久
保
田
洋
子

・
五
十
嵐
　
明

田
代
泰
正

・
荒
井
光
市

・
藤
浪
啓
子

・
伊
藤
千
秋

ル
ー
ル
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

☆
ル
ー
ル
の
改
正
に
つ
い
て

。
第
８
条
　
ボ
ー
ル
は
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
で
プ
レ

イ
す
る

。
第
９
条
　
ボ
ー
ル
の
打
ち
方

．
Ｑ
＆
Ａ
　
Ｑ
２４
条
の
改
正
　
Ｑ
３０
を
追
加

☆
用
具

。
用
品
標
準
規
則
に
つ
い
て

。
ボ
ー
ル
　
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
認
定
用
具
に
伴
う
改
正

☆
大
会

・
競
技
会
等
に
関
す
る
参
考
事
項
に
つ
い
て

．
５
．

大
会
に
使
用
す
る
用
具
に
つ
い
て

④
追
加


